
この“美
し

味
あ

し
わ

さ
せ

”を
あなたにも。

しし ああ わわ せせ
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Ｐ ２　特集  極上の西会津産米を味わおう
Ｐ ６　ふるさとまつりフォトギャラリー
Ｐ 10　火災発生、そのとき。
Ｐ 12　まちの話題
　　　 　西会津中学校「光桐祭」、奥川新

　　　　 そばまつり、福島ホープス杯 in

　　　　 西会津  少年軟式野球大会　ほか

Ｐ 14　町からのお知らせ＆ニュース
　　　 　建設水道課からのお願い、こゆ

　　　　 りこども園入園申し込み、新春

　　　　 交歓会開催のお知らせ　ほか
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昔から「うまい」との昔から「うまい」との
呼び声が高かった西会津産米。呼び声が高かった西会津産米。
食味鑑定から分かるその食味鑑定から分かるその実実

うま さう ま さ

力力――。――。

西会津
産米の

平均食
味値

西会津
産米の

平均食
味値

（西会
津一う

まい米
コンテ

スト出
品米の

平均食
味値） 

  

（西会
津一う

まい米
コンテ

スト出
品米の

平均食
味値） 

  

8484点点
　
　
　
　
　

  

は
本
町
の
農
業
の
基

幹
作
物
で
あ
る
と
と

も
に
、
米
の
食
味
鑑

定
の
権
威
で
あ
る
「
米
・
食
味
分

析
鑑
定
コ
ン
ク
ー
ル
：
国
際
大

会
」
に
お
い
て
過
去
10
年
間
で
７

回
の
表
彰
を
受
け
る
な
ど
、
本
町

に
は
米
作
り
に
自
信
と
誇
り
を
持

つ
生
産
者
が
数
多
く
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
、
町
で

は
西
会
津
産
米
の
お
い
し
さ
を
客

観
的
に
評
価
し
、
町
内
外
に
発
信

す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
西
会
津
産

米
の
知
名
度
向
上
、
販
売
力
強
化

を
図
り
、
稲
作
農
家
の
経
営
意
欲

と
栽
培
技
術
の
向
上
に
つ
な
げ
る

こ
と
を
目
的
に
、
平
成
26
年
か
ら

「
西
会
津
一
う
ま
い
米
コ
ン
テ
ス

ト
」
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

　

本
年
度
の
コ
ン
テ
ス
ト
に
は
、

町
内
の
稲
作
農
家
か
ら
98
点
の
応

募
が
あ
り
、
平
均
食
味
値
は
84
点

で
し
た
。
こ
の
「
食
味
値
」
と
は
、

近
赤
外
線
分
析
計
（
食
味
計
）
に

よ
り
「
ア
ミ
ロ
ー
ス
」「
タ
ン
パ

ク
質
」「
水
分
」「
脂
肪
酸
度
」
の

４
つ
の
成
分
を
測
定
し
、
食
味
方

程
式
に
よ
っ
て
算
出
さ
れ
る
値

で
、
１
０
０
点
満
点
で
数
値
化
さ

れ
ま
す
。
国
産
米
は
65
〜
75
点
が

極上の極上の
西会津産西会津産米米をを
味わおう味わおう

西会津一うまい米
コンテストの流れ

米
標
準
と
い
わ
れ
、
70
点
を
超
え
る

と
食
べ
た
人
の
７
〜
８
割
が
「
お

い
し
い
」
と
認
め
る
良
食
味
米
と

さ
れ
て
い
ま
す
。

　

も
ち
ろ
ん
、
こ
の
食
味
値
が
米

の
お
い
し
さ
の
全
て
を
決
め
る
わ

け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
町
の
コ

ン
テ
ス
ト
に
出
品
さ
れ
た
米
の
平

均
食
味
値
が
84
点
で
あ
っ
た
と
い

う
事
実
は
、「
お
い
し
い
で
す
よ
」

と
い
う
言
葉
だ
け
で
は
伝
え
き
れ

な
い
、「
西
会
津
産
米
が
本
当
に

お
い
し
い
」
と
い
う
こ
と
を
客
観

的
に
伝
え
ら
れ
る
「
裏
付
け
」
と

な
っ
て
い
ま
す
。

二次審査（食味官能審査）

６人の審査員が同一条件で炊

飯した米を実食し、「香り」「食

味」「食感」「形質」の４項目

から評価。

炊飯条件＝白米４合、浸水

30分、蒸らし 10分

合計点が最も高かった米を最

優秀米、そのほかの４点を優

秀米として表彰。

稲作農家が玄米 300㌘（２合）

を専用の袋に入れて応募

一次審査（食味値測定）

食味計により、米に含まれる

「アミロース」「タンパク質」

「水分」「脂肪酸度」の数値を

測定し、点数化。上位５点が

二次審査に進出。

第４回西会津一うまい米コンテスト

最優秀賞　  荒 海　百 恵（小綱木）

優 秀 賞　  牛尾ライスセンター

　　〃　　　  武 藤　喜 平（柴崎）

　　〃　　　  長谷沼  　勉（高目）

　　〃　　　  渡部  栄次郎（出戸）

――  
特特  
集集  
――
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西西
会
津
の
米

会
津
の
米

道
の
駅

道
の
駅

に
し
あ
い
づ
で

に
し
あ
い
づ
で

買
え
る

買
え
る

西
会
津

西
会
津
産産
米米

ごはんのごはんの友友（町内産の加工品）（町内産の加工品）

本当は、出品しないつもりだったんです。本当は、出品しないつもりだったんです。

でも、百恵が「今年が何点なのか知りたい」ってでも、百恵が「今年が何点なのか知りたい」って

強く言うので、じゃあどうぞって。強く言うので、じゃあどうぞって。（里子さん）（里子さん）

FFocusocus
西会津一うまい西会津一うまい
米コンテスト最優秀賞の米コンテスト最優秀賞の
この人にフォーカス！この人にフォーカス！

極き
わ
み
こ
し
ひ
か
り

越
光

　
「
西
会
津
一
う
ま
い
米
コ
ン
テ
ス

ト
」
の
入
賞
者
が
作
っ
た
こ
だ
わ
り
の

コ
シ
ヒ
カ
リ
が
詰
ま
っ
た
特
別
ラ
ベ
ル

の
商
品
。
県
内
の
リ
オ
ン
・
ド
ー
ル
全

店
で
取
り
扱
っ
て
い
ま
す
。

※ 

本
年
度
の
も
の
は
現
在
制
作
中
の
た

め
、
写
真
は
昨
年
の
も
の
で
す
。

　
「
う
れ
し
い
や
ら
恥
ず
か
し
い

や
ら
、
不
思
議
な
感
じ
で
す
」
と

は
に
か
み
な
が
ら
最
優
秀
賞
に
選

ば
れ
た
感
想
を
話
す
百
恵
さ
ん
は
、

ト
ラ
ク
タ
ー
な
ど
の
運
転
も
難
な

く
こ
な
す
農
業
者
で
す
。

　
「
本
当
は
、
出
品
し
な
い
つ
も

り
だ
っ
た
ん
で
す
。
で
も
、
百
恵

が
今
年
は
何
点
な
の
か
知
り
た

い
っ
て
強
く
言
う
の
で
、
じ
ゃ
あ

ど
う
ぞ
っ
て
な
っ
た
ん
で
す
」
と

里
子
さ
ん
。
百
恵
さ
ん
は
「
今
年

は
天
候
に
恵
ま
れ
な
か
っ
た
の

で
、
こ
う
い
う
年
の
食
味
値
は
ど

う
な
る
ん
だ
ろ
う
っ
て
興
味
が

あ
っ
た
ん
で
す
」
と
理
由
を
話
し

て
く
れ
ま
し
た
。

　

西
会
津
で
一
番
お
い
し
い
お
米
。

　
　
　
　
　

健
康
長
寿
の
秘
訣
は
米
に
あ
り
。

　
　
　
　
　

奥
川
・
山
浦
集
落
の
60
代
、
70

代
、
80
代
の
皆
さ
ん
が
育
て
た
コ
シ
ヒ
カ

リ
。
米
寿
米
、
喜
寿
米
、
還
暦
米
そ
れ
ぞ
れ

３
合
ず
つ
パ
ッ
ク
さ
れ
て
い
ま
す
。

祝い
わ
い
ま
い米 　

　
　
　
　
　

農
薬
と
化
学
肥
料
を

　
　
　
　
　
　

減
ら
し
、
安
全
安
心

な
米
作
り
に
励
む
町
内
農
家
の
コ
シ

ヒ
カ
リ
。
10
㌕
、
５
㌕
、
３
㌕
、
２

㌕
と
豊
富
に
取
り
揃
え
て
い
ま
す
。

（
写
真
は
５
㌕
）。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

飯
豊
連
峰
の
伏
流

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

水
で
育
て
た
「
奥

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

川
源
流
米
」
の
新

パ
ッ
ケ
ー
ジ
。
男
の
子
の
パ
ッ
ケ
ー
ジ
に
は
玄
米

２
合
が
、
女
の
子
の
パ
ッ
ケ
ー
ジ
に
は
無
洗
米
２

合
が
詰
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ミ
ネ
ラ
ル

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

土
づ
く
り

オ
リ
ジ
ナ
ル
肥
料
「
げ
ん
き
ス
ペ
シ
ャ

ル
」
を
使
い
、
減
農
薬
・
減
化
学
肥
料

で
育
て
た
特
別
栽
培
の
コ
シ
ヒ
カ
リ
。

２
㌕
と
３
㌕
が
あ
り
ま
す
。

橋
谷
田
フ
ァ
ー
ム
・
コ
シ
ヒ
カ
リ

橋
谷
田
フ
ァ
ー
ム
・
コ
シ
ヒ
カ
リ

Ｇ
Ｏ
Ｈ
Ａ
Ｎ
Ｔ
Ｕ
Ｂ
Ｕ

Ｇ
Ｏ
Ｈ
Ａ
Ｎ
Ｔ
Ｕ
Ｂ
Ｕ  

Ｂ
Ｏ
Ｙ

Ｂ
Ｏ
Ｙ

Ｇ
Ｏ
Ｈ
Ａ
Ｎ
Ｔ
Ｕ
Ｂ
Ｕ

Ｇ
Ｏ
Ｈ
Ａ
Ｎ
Ｔ
Ｕ
Ｂ
Ｕ  

Ｇ
Ｉ
Ｒ
Ｌ

Ｇ
Ｉ
Ｒ
Ｌ

西
会
津
げ
ん
き
米

西
会
津
一
う
ま
い

米
コ
ン
テ
ス
ト

入
賞
米
の

特
別
ラ
ベ
ル

き
っ
と
こ
だ
わ
っ
て
作
っ
て
い
る

の
だ
ろ
う
思
い
聞
く
と
、「
こ
だ

わ
り
は
特
に
な
い
で
す
」
と
笑
う

荒
海
さ
ん
一
家
。
少
し
拍
子
抜
け

し
て
し
ま
っ
た
の
で
す
が
、
よ
く

よ
く
話
を
聞
い
て
み
る
と
、
こ
だ

わ
り
が
な
い
と
話
す
割
に
は
、
家

族
で
相
談
し
な
が
ら
そ
の
年
の
天

候
に
よ
っ
て
窒
素
の
多
い
肥
料
を

選
ん
で
み
た
り
、
水
田
の
場
所
に

よ
っ
て
肥
料
の
配
合
を
変
え
て
み

た
り
と
、
米
作
り
に
妥
協
し
な
い

姿
勢
が
垣
間
見
え
ま
し
た
。

　
「
今
後
は
さ
ら
に
お
い
し
く
、

収
量
も
増
や
せ
る
よ
う
頑
張
っ
て

い
き
た
い
で
す
ね
」
そ
う
話
す
荒

海
さ
ん
一
家
の
目
に
は
、
農
業
へ

の
情
熱
が
輝
い
て
い
ま
し
た
。

特集  極上の西会津産米を味わおう

　道の駅にしあいづでは、米やミネラル野菜のほか、町内産

の加工品も多数取り揃えています。極上の西会津産米ととも

に、ぜひ一度ご賞味ください。

荒海さん一家（小綱木）
　本年度の「西会津一うまい米コンテ

スト」で最優秀賞に輝いた米の生産者。

家族一丸で農業に励み、米作りのほか

ミネラル野菜の栽培や加工品作りにも

情熱を注ぐ。左から清隆さん、里子さ

ん、百恵さん。
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 西会津の秋がぎっしり 西会津の秋がぎっしり
  第32回西会津の文化と産業祭「西会津ふるさとまつり」第32回西会津の文化と産業祭「西会津ふるさとまつり」

！！

　
　
　

  

年
で
第
32
回
を
数
え
る
西

会
津
ふ
る
さ
と
ま
つ
り
は
、

日
ご
と
に
秋
が
深
ま
る
10
月
28

日
、
29
日
に
さ
ゆ
り
公
園
で
開
か

れ
ま
し
た
。

　

初
日
は
天
候
に
恵
ま
れ
た
も
の

の
、
２
日
目
は
あ
い
に
く
の
雨
模

様
と
な
り
、
急
き
ょ
「
桐
ゲ
タ
投

げ
全
国
大
会
」
が
中
止
と
な
っ
て

し
ま
い
ま
し
た
が
、
恒
例
の
「
に

し
あ
い
づ
紅
葉
ウ
ォ
ー
ク
」や「
グ

リ
ー
ン
ス
テ
ー
ジ
」
の
ほ
か
、「
熱

気
球
体
験
コ
ー
ナ
ー
」「
さ
ゆ
り

ジ
ャ
ズw

ith

渡
辺
俊
美
」「
日
本

一
う
ま
い
！
新
米
早
食
い
大
会
」

「
福
島
ホ
ー
プ
ス
野
球
教
室
」「
丞

神
デ
ナ
ー
シ
ョ
ー
」「
西
会
津
ふ

る
さ
と
大
抽
選
会
」
な
ど
、
多
彩

な
イ
ベ
ン
ト
が
繰
り
広
げ
ら
れ
、

会
場
は
大
勢
の
来
場
者
で
に
ぎ
わ

い
ま
し
た
。

　

ま
た
、「
至
福
の
ス
イ
ー
ツ
マ

ウ
ン
テ
ン
」
や
「
農
家
レ
ス
ト
ラ

ン
」「
ご
は
ん
食
堂
」「
バ
ケ
ツ
肉

ま
つ
り
」「
う
ま
い
も
ん
ま
つ
り
」

な
ど
の
出
店
も
軒
を
連
ね
、
ふ
る

さ
と
ま
つ
り
に
訪
れ
た
皆
さ
ん

は
、
町
の
食
や
文
化
を
再
発
見
す

る
と
と
も
に
、
そ
の
魅
力
を
堪
能

し
て
い
ま
し
た
。

表
彰
受
賞
者

（
大
賞
の
み
・
敬
称
略
）

【
農
業
ま
つ
り
部
門
】

◎  

西
会
津
一
う
ま
い
米
コ
ン
テ
ス

ト
＝
最
優
秀
賞
・
荒
海
百
恵（
コ

シ
ヒ
カ
リ
・
小
綱
木
）

◎ 

園
芸
品
目
の
部
＝
大
賞
・
武
藤

佐
代
子
（
サ
ト
イ
モ
・
柴
崎
）

◎ 

菌
茸
類
の
部
＝
大
賞
・
伊
藤
善

一
（
生
シ
イ
タ
ケ
﹇
菌
床
﹈・
塩
）

◎ 

農
林
産
物
加
工
品
の
部
＝
大

賞
・
安
部
フ
ク
子
（
ま
る
ご
と

玉
ネ
ギ
ピ
ク
ル
ス
・
安
座
）

◎ 

農
林
業
振
興
の
部
＝
大
賞
・
三

留
良
司
（
菌
床
菌
茸
類
栽
培
・

縄
沢
）

【
健
康
福
祉
ま
つ
り
部
門
】

◎ 

高
齢
者
・
障
が
い
者
作
品
展「
も

の
づ
く
り
の
部
」
＝
大
賞
・
清

野
フ
ミ
（
晴
れ
着
の
子
ど
も
た

ち
・
上
野
尻
）

◎ 

高
齢
者
・
障
が
い
者
作
品
展「
芸

術
文
化
の
部
」
＝
大
賞
・
折
笠

匡
（
日
本
陶
芸
「
丸
大
皿
」「
角

大
皿
」・
縄
沢
）

◎ 

高
齢
者
・
障
が
い
者
作
品
展「
介

護
サ
ー
ビ
ス
利
用
者
の
部｣

＝

大
賞
・
三
瓶
末
子
（
す
み
絵
・

し
な
の
き
ホ
ー
ム
西
会
津
）

第 32 回西会津の文化と産業祭「ふるさとまつり」フォトギャラリー 2017

今

❶オープニングを盛り上げ

た大山さゆり太鼓の皆さん

／❷❸❹大迫力のエイサー

を披露した沖縄県大宜味村

の青年会の皆さん。この後、

大宜味村の特産品の販売も

行いました／❺まつりの開

幕を祝う鏡開き。オープニ

ングセレモニーには国会議

員をはじめ大勢の皆さんに

ご列席いただきました

にしあいづ紅葉ウォーク
　あいにくの雨模様でしたが、町内

外から大勢の皆さんが参加し、秋の

西会津路を楽しみました。

熱気球体験コーナー
　普段はなかなか乗る機会のない熱

気球に、多くの皆さんが詰め掛けま

した。

西会津のソウルフード！バケツ肉まつり

ごはん食堂（米フェス）

日本一うまい！新米早食い大会（米フェス）
　激戦を制したのは新潟県から参加した

佐藤泰光さん。２年連続で優勝の栄冠を

手にしました。

❶

❷
❺ ❸ ❹
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第 32 回西会津の文化と産業祭「ふるさとまつり」フォトギャラリー 2017

グリーンステージ
❶渡辺俊美 a.k.a. the ZOOT16 ／❷音速ライン／❸ひとり

ぼっち秀吉 BAND／❹ THE  KAWARA ／❺るか

このほかにも、たくさんのアーティストの皆さんが出演し、

会場は大いに盛り上がりました。

❶❶

❷❷

❸❸

❹❹

❺❺

さゆりジャズwith 渡辺俊美
さゆりストリートジャズオーケストラと渡

辺俊美さんのほか、アラベスク・ジャズダ

ンスカンパニー、Ｂ－スタイルの皆さんも

出演し、素敵な歌とダンスを披露しました。

民俗芸能と民謡の集い
恒例の民俗芸能と民謡の集いには 11 団

体が参加し（飛び入り含む）、自慢の歌

や踊りを披露しました。

会場の様子
多くの家族連れなどでにぎわいました。

出会い

発見

創造

西会津ふるさと
大抽選会
今年の一等当選者は齋藤

澄子さん。西会津一うま

い米コンテストの優勝米

1俵が贈られました。

西高魅力発信隊ブース
車麩ラスクの新風味と、新たに商品開発

中のホワイトコーンのカレーをテスト販

売しました。

タイアップイベント
ふるさとまつりのタイアップイ

ベントとして、28 日夜には野

沢宿ほろ酔いまつりが開かれた

ほか、渡辺俊美さんとミドリの

マルさんによるインストアライ

ブが行われました。29 日朝に

は「朝ごはんの会 西会津」が

開かれ、薪で炊いたご飯と持ち

寄ったおかずで朝ごはんを味わ

いました。

キャラクターショー
初日には宇宙戦隊キュウレンジャー

ショー、２日目にはご当地ヒーローの丞神

デナーショー（写真右上）が行われ、子ど

もたちに大人気でした。

福島ホープスファン感謝祭
福島ホープス野球教室
ファン感謝祭では、選手たちによるトークショー（写

真上）のほか、じゃんけん大会が開かれ、さまざまな

福島ホープスグッズがプレゼントされました。また、

野球教室では、プロ野球選手の指導に野球少年たちが

熱心に聞き入っていました（写真左）。

町
の
魅
力
が

ぎ
ゅ
っ
と
詰
ま
っ
た
２
日
間
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火災発生、そのとき。火災発生、そのとき。

知
ら
せ
る

知
ら
せ
る

Ｓ
Ｔ
Ｅ
Ｐ
１

Ｓ
Ｔ
Ｅ
Ｐ
１

Ｓ
Ｔ
Ｅ
Ｐ
２

Ｓ
Ｔ
Ｅ
Ｐ
２

Ｓ
Ｔ
Ｅ
Ｐ
３

Ｓ
Ｔ
Ｅ
Ｐ
３

消
す
消
す

逃
げ
る

逃
げ
る

「もし、自宅で火災が発生したら ――。」

「もし、外出先で火災を発見したら ――。」

そんなとき、皆さんはどうしますか。火災発生時の行動３原則は、「知らせる」「消す」

「逃げる」です。万一のときに落ち着いて行動できるよう、この３原則を知ってお

きましょう。

＜問い合わせ先＞   町民税務課・町民生活係　☎４５―２２１５

周
り
の
人
に
知
ら
せ
る

　

火
災
を
発
見
し
た
と
き
は
、
ま

ず
大
き
な
声
で
「
火
事
だ
！
」
と

叫
び
、
隣
近
所
に
火
災
を
知
ら
せ

ま
し
ょ
う
。
声
が
出
な
い
と
き
は

音
の
出
る
も
の
を
鳴
ら
し
た
り
、

ヤ
カ
ン
や
鍋
な
ど
を
叩
い
た
り
し

て
音
を
出
し
、
近
所
の
人
に
助
け

を
求
め
ま
し
ょ
う
。

消
防
署
に
通
報
す
る

　

ど
ん
な
に
小
さ
な
火
事
で
も
必

ず
１
１
９
番
通
報
し
ま
し
ょ
う
。

こ
の
と
き
に
伝
え
る
内
容
は
次
の

通
り
で
す
。

①
火
災
で
あ
る
こ
と

②
発
生
場
所
（
住
所
）

③
何
が
燃
え
て
い
る
か

④ 

け
が
人
や
逃
げ
遅
れ
て
い
る
人

が
い
る
か

こ
と
を
伝
え
ま
し
ょ
う

◎ 

途
中
で
通
話
が
途
切
れ
て
し
ま

わ
な
い
よ
う
注
意
し
ま
し
ょ
う

◎ 

通
話
終
了
後
も
し
ば
ら
く
電
話

を
切
ら
ず
に
待
ち
ま
し
ょ
う

◎ 

自
動
車
の
中
か
ら
の
通
報
す
る

場
合
は
、
安
全
な
場
所
に
停
車

し
て
か
ら
通
報
し
ま
し
ょ
う

※ 

火
災
発
見
時
は
パ
ニ
ッ
ク
に
な

り
や
す
い
の
で
、
ゆ
っ
く
り
話

す
よ
う
に
心
掛
け
ま
し
ょ
う
。

消
火
器
を
使
う
と
き
の

ポ
イ
ン
ト

① 

煙
や
炎
に
惑
わ
さ
れ
ず
、

姿
勢
を
低
く
し
て
火
元
を

狙
い
噴
射
す
る
。

② 

一
旦
火
が
消
え
た
よ
う
に

見
え
て
も
、
再
び
燃
え
上

が
る
こ
と
が
あ
る
の
で
、

バ
ケ
ツ
な
ど
で
水
を
掛
け

て
完
全
に
消
火
す
る
。

③ 

粉
末
消
火
器
は
噴
射
時
間

が
比
較
的
短
い
の
で
、
複

数
の
消
火
器
を
準
備
し
て

お
く
。

火
災
に
対
す
る

日
頃
か
ら
の
備
え

　

コ
ン
ロ
か
ら
離
れ
な
い
＝　

コ
ン
ロ
か
ら
離
れ
る
と
き
は

必
ず
火
を
消
す
。
ま
た
、
コ

ン
ロ
の
ま
わ
り
に
燃
え
や
す

い
も
の
を
置
か
な
い
。

　

子
ど
も
の
火
遊
び
に
注
意

＝
子
ど
も
に
は
、
火
の
安
全

な
扱
い
方
や
、
火
の
怖
さ
を

教
え
て
お
く
。
ま
た
、
子
ど

も
の
手
が
届
く
と
こ
ろ
に

マ
ッ
チ
や
ラ
イ
タ
ー
を
置
か

な
い
。

　

寝
た
ば
こ
や
、
た
ば
こ
の

ポ
イ
捨
て
は
厳
禁
＝
火
が
点

い
た
た
ば
こ
を
放
置
し
な

い
。
ま
た
、
喫
煙
す
る
と
き

に
は
深
い
灰
皿
を
使
い
、
吸

殻
を
捨
て
る
と
き
は
必
ず
水

に
付
け
る
。

　

ス
ト
ー
ブ
の
周
り
を
整
理

＝
衣
類
や
布
団
な
ど
、
燃
え

る
物
を
ス
ト
ー
ブ
の
近
く
に

置
か
な
い
。
ま
た
、
家
具
の

そ
ば
に
ス
ト
ー
ブ
を
置
か
な

い
。
近
く
で
洗
濯
物
を
乾
か

さ
な
い
。

　

配
線
の
周
り
は
き
れ
い
に

⑤
通
報
者
の
電
話
番
号

⑥
通
報
者
の
名
前

携
帯
電
話
か
ら
通
報
す
る
場
合

　

携
帯
電
話
か
ら
の
通
報
は
、
発

生
場
所
を
確
認
す
る
の
に
時
間
が

か
か
る
傾
向
に
あ
り
ま
す
。
次
の

点
に
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

◎ 

所
在
や
目
印
と
な
る
建
物
な
ど

を
あ
ら
か
じ
め
確
認
し
て
か
ら

通
報
し
ま
し
ょ
う

◎ 

携
帯
電
話
か
ら
の
通
報
で
あ
る

　

火
が
横
に
広
が
っ
て
い
る
う
ち

は
ま
だ
消
火
可
能
で
す
。
消
火
器

や
水
だ
け
で
な
く
、
バ
ス
タ
オ
ル

な
ど
の
手
近
な
も
の
を
利
用
し
て

消
火
し
ま
し
ょ
う
。

火
元
別
の
消
火
方
法

　

コ
ン
ロ
（
油
鍋
）
＝
油
の
入
っ

た
鍋
に
水
を
か
け
る
の
は
厳
禁
で

す
。
消
火
器
が
あ
る
場
合
は
離
れ

た
位
置
か
ら
鍋
の
全
面
を
覆
う
よ

火災から身を守るために

う
噴
射
し
ま
し
ょ
う
。
消
火
器
が

な
い
場
合
は
、
シ
ー
ツ
や
バ
ス
タ

オ
ル
を
ぬ
ら
し
て
手
前
か
ら
か
ぶ

せ
、
空
気
を
遮
断
し
て
消
火
し
ま

し
ょ
う
。

　

衣
類
＝
着
て
い
る
服
な
ど
に
火

が
つ
い
た
場
合
は
、
慌
て
て
走
ら

ず
、
床
に
転
げ
回
っ
て
火
を
消
し

ま
し
ょ
う
。
浴
槽
に
残
り
湯
が
あ

れ
ば
、
飛
び
込
ん
で
し
ま
う
の
も

一
つ
の
方
法
で
す
。

　

ふ
す
ま
・
障
子
＝
ふ
す
ま
や
障

子
な
ど
は
、
蹴
り
倒
し
て
踏
み
消

し
、
そ
の
後
、
水
を
掛
け
て
し
っ

か
り
消
火
し
ま
し
ょ
う
。

　

カ
ー
テ
ン
＝
カ
ー
テ
ン
は
燃
え

広
が
る
前
に
消
火
す
る
か
、
で
き

れ
ば
レ
ー
ル
か
ら
引
き
ち
ぎ
っ
て

消
火
し
ま
し
ょ
う
。

　

ス
ト
ー
ブ
＝
消
火
器
が
あ
る
場

合
は
直
接
火
元
に
向
け
て
噴
射

し
、
消
火
器
が
な
い
場
合
は
、
油

鍋
と
同
じ
よ
う
に
シ
ー
ツ
や
バ
ス

タ
オ
ル
を
ぬ
ら
し
て
手
前
か
ら
か

ぶ
せ
、
空
気
を
遮
断
し
て
消
火
し

ま
し
ょ
う
。

　

家
電
製
品
＝
い
き
な
り
水
を
か

け
る
と
感
電
す
る
恐
れ
が
あ
り
ま

す
。
コ
ン
セ
ン
ト
を
抜
く
か
、
ブ

レ
ー
カ
ー
を
落
と
し
、
消
火
器
で

消
火
し
ま
し
ょ
う
。

　

た
ば
こ
＝
寝
た
ば
こ
な
ど
で
布

団
や
カ
ー
ペ
ッ
ト
な
ど
の
綿
製
品

が
焦
げ
た
場
合
は
、
消
し
た
つ
も

り
で
も
火
種
が
残
り
、
再
び
燃
え

出
し
て
し
ま
う
こ
と
が
あ
り
ま

す
。
多
過
ぎ
る
と
思
う
く
ら
い
に

水
を
掛
け
、
完
全
に
消
火
し
ま

し
ょ
う
。

　

天
井
ま
で
火
が
燃
え
広
が
っ
て

し
ま
っ
た
場
合
、
火
を
消
す
こ
と

は
非
常
に
困
難
に
な
り
ま
す
。
無

理
に
消
火
し
よ
う
と
せ
ず
、
早
め

に
避
難
し
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
可

能
で
あ
れ
ば
、
燃
え
て
い
る
部
屋

の
窓
や
ド
ア
を
閉
め
、
空
気
を
遮

断
し
て
か
ら
避
難
し
ま
し
ょ
う
。

避
難
す
る
と
き
の
ポ
イ
ン
ト

① 

天
井
に
火
が
燃
え
移
っ
た
ら
避

難
の
合
図

② 

服
装
や
持
ち
物
に
こ
だ
わ
ら

ず
、
で
き
る
だ
け
早
く
避
難
す

る
③ 

避
難
通
路
が
燃
え
て
い
て
も
、

た
め
ら
わ
ず
に
炎
の
中
を
一
気

に
走
り
抜
け
る

④ 

煙
の
中
を
通
る
と
き
は
、
で
き

る
だ
け
姿
勢
を
低
く
す
る

⑤ 

一
度
逃
げ
始
め
た
ら
絶
対
に
戻

ら
な
い

⑥ 

逃
げ
遅
れ
た
人
が
い
る
場
合

は
、
す
ぐ
に
近
く
の
消
防
隊
員

に
知
ら
せ
る

本
当
に
恐
ろ
し
い
の
は
煙
で
す

　

火
災
で
発
生
す
る
煙
に
は
一
酸

化
炭
素
な
ど
の
有
毒
ガ
ス
が
含
ま

れ
て
い
る
た
め
、
吸
い
込
む
と
中

毒
症
状
を
起
こ
し
て
命
を
落
と
す

危
険
性
も
あ
り
ま
す
。
濡
ら
し
た

タ
オ
ル
や
ハ
ン
カ
チ
な
ど
で
口
や

鼻
を
覆
い
、
時
に
は
息
を
止
め
て

一
気
に
走
り
抜
け
ま
し
ょ
う
。

＝
複
数
の
コ
ー
ド
を
ま
と
め

た
り
、
タ
コ
足
配
線
に
し
た

り
し
な
い
。
ま
た
、
コ
ー
ド

の
上
に
物
を
乗
せ
な
い
。
コ

ン
セ
ン
ト
周
り
は
定
期
的
に

掃
除
す
る
。

◎
住
宅
用
火
災
警
報
器

　

消
防
法
と
火
災
予
防
条
例

に
よ
り
、
全
て
の
住
宅
に
住

宅
用
火
災
警
報
器
の
設
置
が

義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

尊
い
命
や
大
切
な
財
産
を

守
る
た
め
、
住
宅
用
火
災
警

報
器
を
設
置
し
ま
し
ょ
う
。
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奥川地域づくり会議
会長   三瓶  純一さん

県内の少年軟式野球６チームが熱戦

福島ホープス杯 in西会津
　11 月３日、福島ホープス西会津球場と県立西会津高

校グラウンドを会場に「福島ホープス杯 in 西会津  少年

軟式野球大会」が開かれました。西会津町と喜多方市山

都町出身のメンバーで構成する「会津西Ｂ・Ｃ」をはじ

め、会津若松市や会津坂下町、郡山市、須賀川市などか

ら総勢６チームが参加し、福島ホープスの選手が見守る

中、熱戦を繰り広げました。

お小遣いから集めた大切な善意

赤い羽根共同募金を引き渡し
　11 月７日、西会津小学校の薄上実

みの

莉
り

さんと長谷川丈
じょう

さんが町役場を訪れ、町社会福祉協議会長の薄町長に西
会津小学校で集めた「赤い羽根共同募金」５，５２７円
を引き渡しました。２人は「困っている人のために役立
ててください」と薄町長に募金を手渡し、薄町長は「お
小遣いから集めた大切なお金。大事に使わせていただき
ます」と感謝を述べました。

元気なこころで  元気な毎日を！

こころの健康講演会を開催
　11 月 11 日、町では竹田綜合病院こころの医療セン

ター心理室長の石橋和幸先生（臨床心理士）を講師に、「元

気なこころで  元気な毎日を！～こころの健康を守るた

めに大切なこと～」と題して「こころの健康講演会」を

開催しました。講演の後には「小林雑歌店」の皆さんに

よるコンサートが開かれ、訪れた皆さんは、心温まる講

演と懐かしいメロディーに癒やされたようでした。

蔵元の当主らが一堂に会し良い酒ができるよう祈願

松尾神社「上卯祭・醸造講社祭」
　11 月 12 日、県内で唯一「酒の神様」を祀

まつ

る松尾神

社で「上
じょうう

卯祭・醸造講社祭」が行われました。会津管内

の蔵元の当主らなどが参列し、おいしい酒ができるよう

祈願しました。当日は、沼澤文彦宮司が御
ご

神
しん

井
い

から水を

くんで松尾神社に運んだ後、神事が行われ、神事が終わ

ると蔵元の当主らは酒造りの種水となる御神水を受け取

り、持ち帰りました。

町内外からそば好きが集い舌鼓

奥川新そばまつりにぎわう
　新そばの季節を迎え、11 月３日には

奥川地区で、５日には安座地区で、12

日には橋屋地区でそれぞれ「そばまつ

り」が開かれました。

　晴天に恵まれた「奥川新そばまつり」

は今年も大勢のそば好きでにぎわい、奥

川みらい交流館の体育館はそばを待つ人

であふれていました。中には、「盛りそ

ば」と「かけそば」の両方を注文する人

もいて、冷たいそばと温かいそばを食べ

比べているようでした。

　奥川新そばまつりに訪れた皆さんは、

赤く色付いた奥川の紅葉を横目に楽しみ

ながら、風味豊かな新そばに舌鼓を打

ち、奥川の秋を満喫していました。

総合発表や合唱、オリジナルの劇を披露

西会津中で光桐祭
　今年の西会津中学校「光桐祭」は、

11 月３日、「Step the future ～笑顔あふ

れる未来へ挑め～」をテーマに開催され

ました。

　当日は、実行委員長の秦聖志朗さんに

よる開会宣言の後、学年ごとに総合学習

の授業で学んだ職業体験やアントレプレ

ナーシップ・スクールなどについての発

表が行われ、続いて合唱コンクール、光

桐劇が披露されました。特に、生徒たち

が自ら脚本を書いたオリジナルの光桐劇

「天界への道」は大いに盛り上がり、こ

の日のために練習を重ねてきた生徒の皆

さんは自信にあふれ、輝いていました。

　このほか、会場ではＰＴＡの皆さんに

よる食堂や、文化部の皆さんによるお茶

会、そしてバザーも開かれました。

た
く
さ
ん
の
ご
来
場
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。

ま
た
来
年
も
来
て
く
だ
さ
い
ね
！
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就学前の子どもを持つ保護者の皆さんへ

こゆりこども園の入園申し込みを受け付けます

専決処分の承認、平成29年度補正予算、財産の取得

町議会臨時会報告  ３件の議案を審議・可決

建設水道課・管理係からのお願い

除雪作業にご理解とご協力をお願いします
　こゆりこども園では、来年４月からの入園申し込

みを受け付けています。入園を希望する場合は、子

育て支援センター（こゆりこども園）または町役場

健康福祉課に備え付けの支給認定申請書（入園申込

書）に必要事項を記入し、次の関係書類を添付して

期限までに提出してください。

　10 月 31 日に町議会臨時会が開かれ、議案３件

が原案の通り可決されました。

◆ 平成 29 年度一般会計補正予算（第３次）専決処
分の承認＝９月 28 日に行われた第 48 回衆議院
議員総選挙に係る所要経費について、議会を招集

する時間的余裕がなかったため専決による予算

調製を実施したことへの承認

◆冬期間の水道料金について
　  　冬期間は積雪などによりメーター検針が困難と

なるため、12 月から３月分の水道料金は、９月

から 11 月の平均使用水量で計算した概算額を納

めていただき、４月に検針を再開してから過不足

分を精算させていただきます。ご了承ください。

また、冬期間に家を留守にする場合は、降雪前に

水道メーター休止の手続きをお願いします。降雪

後に手続きする場合は、メーターボックス周辺の

除雪をお願いします（開始の場合も同じです）。

◆漏水の点検
　  　水道管の老朽化や凍結などにより、気付かな

いうちに宅内で漏水していることがあります。水

道料金が高額になってしまいますので、時々メー

ターや家の周りを確認してください。

　※ 自宅や近所の空き家の漏水を発見した場合は、

町役場建設水道課または町指定の水道事業者

に連絡をお願いします。

◆冬期間の水道使用に関する注意点
　  　冬期間は、水道管を凍結させないために次のこ

とを確認してください。

　１． 電熱ヒーターの電源を入れる（電熱ヒーター

の点検もしてください）

　２． 不凍水抜栓の作動確認を行う（雪による破損

防止のために雪囲いもする）

　３． メーターボックスを保温する（布や発泡スチ

ロールを入れる）

＜問い合わせ先＞
　建設水道課・上下水道係　☎４５－４５３４

＜問い合わせ先＞
　子育て支援センター　☎４５－４３３２

◆関係書類
　◎保護者の就労等証明書

　◎ 住民税課税証明書（平成 29 年１月１日現在で

本町に住所がなかった場合）

　※ このほか、身体障がい者手帳や母子手帳などの

写しが必要となる場合があります。

◆入園できる児童　生後 6 か月～就学前の児童
◆申込期限　平成 29 年 12 月 22 日（金）
◆提出先　こゆりこども園

◆ 平成 29 年度一般会計補正予算（第４次）＝「地
球温暖化対策実行計画」の策定に係る関係経費な

ど１，１１２万３，０００円を増額

◆ 財産の取得＝現在工事中の「菌床培養施設」に配
置する移動台車の購入（３１０台）

＜問い合わせ先＞
　議会事務局　☎４５－４５３７

◆路上駐車は絶対にしない
　  　１台でも路上駐車があると、そこから先の除雪

作業が行えない場合があります。また、作業の障

害となるだけでなく、その車を破損させてしまう

ことにもなりかねません。特に、夜間の路上駐車

は絶対しないようお願いします。

◆早朝除雪時の騒音はご容赦ください
　  　通勤や通学に支障が出ないよう、早朝に作業を

実施しています。また、降雪状況によっては深夜

に出動する場合もあります。除雪作業時の騒音は

ご容赦ください。

◆屋根からの雪は自分で片付ける
　  　屋根からの雪崩や雪下ろしで道路に雪が落ちる

場合は、通行の支障とならないよう各家庭での処

理にご協力をお願いします。

◆スノーポールの保全にご協力ください
　  　除雪作業を安全に行うため、道路の路肩に紅白

のスノーポールを立てています。除雪作業の ｢道

しるべ｣ ですので、倒さないでください。また、

倒れているポールを発見した場合は、立て直しに

ご協力をお願いします。

◆除雪車両には絶対に近付かない
　  　除雪車両に近づくと、思わぬ事故に巻き込まれ

る恐れがあります。大変危険ですので、絶対に近

づかないようにしましょう。

◆障害物には赤い目印を付ける
　  　除雪作業により破損する恐れのある構造物は、

赤い布切れなどで目立つよう表示してください。

◆田畑に砂利などが入ることがあります
　  　細心の注意を払い作業にあたっていますが、雪

に付着した砂利などが田畑に入る場合がありま

す。ご了承ください。

＜問い合わせ先＞
　建設水道課・管理係　☎４５－４５３０

　朝晩めっきり冷え込むようになりました。今年もいよいよ本格的な雪の季節がやってきます。

　町では、皆さんの冬の暮らしを守るため、除雪体制を整え、生活道路の円滑な交通の確保に取り組んでいき

ます。本町のような豪雪地域で冬を快適に過ごすためには、皆さんのご理解とご協力が不可欠です。次のこと

に配慮していただき、共に快適な冬の生活を築いていきましょう。

建設水道課・上下水道係からのお知らせ

冬期間の水道使用料と使用上の注意点
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年
末
年
始
の

交
通
事
故
防
止

県
民
総
ぐ
る
み
運
動

自
動
車
の
登
録
（
移

転
・
変
更
・
抹
消
）

は
お
済
み
で
す
か

ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ

さ
ゆ
り
チ
ャ
ン
ネ
ル

12
月
の
放
送
案
内

西
会
津
高
校
の

入
試
選
抜
方
法
が

公
表
さ
れ
ま
し
た

ピ
ー
エ
ム
フ
ォ
ー

　

ラ
イ
ト
オ
ン
運
動

◆
町
議
会
定
例
会

12
月
８
日
（
金
）
〜

◎
生
放
送　

午
前
10
時
〜

◎
再
放
送　

午
後
６
時
〜

※ 

放
送
時
間
は
変
更
と
な
る
場
合

が
あ
り
ま
す
。

◆
年
末
年
始
特
別
番
組

　

内
容
は
、
今
後
放
送
す
る
「
こ

ゆ
り
ち
ゃ
ん
ニ
ュ
ー
ス
ワ
イ
ド
」

な
ど
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
お
楽

し
み
に
！

新しい１年の始まりに町の未来を語り合う

１月10日（水）に新春交歓会を開催します

町の人口、出生、婚姻、お悔やみ

戸籍の窓口［10月受け付け分］
お悔やみ申し上げます
　和久井　道　雄（86）　資　生　　父　　　和久井　道　雄（86）　資　生　　父　　９町内２９町内２

　伊　藤　直　造（86）　勝　則　　父　　下小屋　伊　藤　直　造（86）　勝　則　　父　　下小屋

　物　江　千代美（86）　一　夫　　父　　下小屋　物　江　千代美（86）　一　夫　　父　　下小屋

　高　橋　義　正（50）　英　樹　　弟　　堀　越　高　橋　義　正（50）　英　樹　　弟　　堀　越

　小　原　ヤイ子（87）　和　弘　　妻　　西　原　小　原　ヤイ子（87）　和　弘　　妻　　西　原

　伊勢亀　喜代子（85）　　彰　　　母　　　伊勢亀　喜代子（85）　　彰　　　母　　さゆりが丘さゆりが丘

　山　口　美　惠（93）　武　男　　母　　上野尻　山　口　美　惠（93）　武　男　　母　　上野尻

　齋　藤　典　子（68）　　悟　　　妻　　上野尻　齋　藤　典　子（68）　　悟　　　妻　　上野尻

　仲　川　キ　ヨ（97）　　仲　川　キ　ヨ（97）　德　喜德　喜　　母　　平　明　　母　　平　明

　上　野　リ　ツ（95）　誠　喜　　母　　橋　屋　上　野　リ　ツ（95）　誠　喜　　母　　橋　屋

まちの人口
　　　　　　　11月１日現在    　    （前月比）

　人　口　　　６，５８５人　　 （－１８人）

　 男 　　　３，１８１人　　 （－　９人）

　 女 　　　３，４０４人　　 （－　９人）

　世　帯　　　２，６９５世帯　　 （＋　１世帯）

お誕生おめでとう
　物　江　　物　江　晄晄

こうこう

　　我我
がが

  くんくん　　　　圭太・いづみ　　圭太・いづみ　　９町内１９町内１

　新しい１年を迎えるにあたり、町民の皆さんが一

堂に会して輝かしい「西会津町」の未来を語り合い、

お互いの親睦を深める場として「新春交歓会」を開

催します。ぜひご参加ください。

◆日時　平成 30 年１月 10 日（水）  午前 10 時～
◆会場　町公民館 大ホール
◆申込期限　平成 29 年 12 月 22 日（金）
◆会費　１人２，０００円（当日）

◆申込方法
　  　申込用紙は町役場または町公民館、新郷連絡

所、奥川みらい交流館

　にあります。必要事項

　を記入の上、申し込み

　ください。

＜申込・問い合わせ先＞
　町公民館　☎４５－３２４４

町民税務課・税務係からのお願い

建物の新・増築、取り壊しの際には届け出を
◆取り壊したとき
　  　建物を取り壊しても届け出がない場合、固定

資産税が引き続き課税されます。必ず「滅失申告

書」により、建物がなくなったこと

　についての届け出をお願いします。

＜問い合わせ先＞
　町民税務課･税務係  ☎４５－２２１２

　住宅や車庫、小屋などの建物を新築、増築または

取り壊した場合は届け出が必要です。

◆新築・増築したとき
　  　平成29年１月２日以降に建物を新築･増築し、

町の家屋調査をまだ受けていない場合は町役場町

民税務課・税務係に連絡をお願いします。また、

併せて不動産取得税（県税）の申告も必要です。

　

県
教
育
委
員
会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
で
県
立
各
高
校
の
選
抜
方
法
が

公
表
さ
れ
て
い
ま
す
。
西
会
津
高

校
で
は
、
平
成
30
年
度
入
試
か
ら

Ⅰ
期
選
抜
と
Ⅲ
期
選
抜
に
つ
い
て

部
分
的
に
改
訂
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
西
会
津
高
校
Ⅰ
期
選
抜

の
募
集
要
項
を
西
会
津
高
校
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
で
公
表
し
て
い
ま
す
。

意
欲
旺
盛
な
受
験
生
の
応
募
を
お

待
ち
し
て
い
ま
す
。

◆
県
教
育
委
員
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

http://w
w
w
.koukou.fks.ed.jp

◆
西
会
津
高
校
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

http://w
w
w.nishiaizu-h.fks.ed.jp

　

日
没
時
間
が
早
い
秋
口
か
ら
冬

期
に
か
け
て
は
、
午
後
４
時
を
目

安
に
、
早
め
に
車
の
ラ
イ
ト
を
点

灯
さ
せ
ま
し
ょ
う
。

◆
実
施
期
間

平
成
30
年
２
月
28
日
（
水
）
ま
で

◆
重
点
事
項

（1）  

午
後
４
時
を
目
安
と
し
た
早
め

の
ラ
イ
ト
点
灯

（2）  

原
則
上
向
き
ラ
イ
ト
点
灯
（
小

ま
め
な
上
下
切
り
替
え
）

（3）  

歩
行
者
な
ど
は
反
射
材
用
品
、

懐
中
電
灯
等
を
活
用
す
る

〈
問
い
合
わ
せ
先
〉

町
民
税
務
課　

町
民
生
活
係

☎
45
―
２
２
１
５

　

日
没
が
早
ま
る
こ
の
時
期
は
、

夕
暮
れ
か
ら
夜
間
に
か
け
て
交
通

事
故
が
多
発
し
ま
す
。
県
民
一
人

一
人
交
通
安
全
意
識
を
高
め
、
交

通
ル
ー
ル
の
遵
守
、
正
し
い
交
通

マ
ナ
ー
の
実
践
を
習
慣
付
け
、
事

故
防
止
に
取
り
組
み
ま
し
ょ
う
。

◆
運
動
の
期
間

平
成
29
年
12
月
10
日
（
日
）

〜
平
成
30
年
１
月
７
日
（
日
）

◆
運
動
の
ス
ロ
ー
ガ
ン

「
あ
り
が
と
う  

早
め
の
点
灯   

思

い
や
り
」

◆
運
動
の
重
点

①
高
齢
者
の
交
通
事
故
防
止

 

② 

夕
暮
れ
時
や
夜
間
の
交
通
事
故

防
止
（
特
に
反
射
材
用
品
な
ど

の
着
用
の
推
進
）

③ 

全
て
の
座
席
の
シ
ー
ト
ベ
ル
ト

と
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
の
正

し
い
着
用
の
徹
底

④
飲
酒
運
転
の
根
絶

〈
問
い
合
わ
せ
先
〉

町
民
税
務
課　

町
民
生
活
係

☎
45
―
２
２
１
５

　

自
動
車
税
は
、
毎
年
４
月
１
日

現
在
で
運
輸
支
局
に
登
録
さ
れ
て

い
る
所
有
者
（
割
賦
販
売
購
入
の

場
合
は
使
用
者
）
に
課
税
さ
れ
ま

す
。
し
か
し
、
例
年
「
持
っ
て
い

な
い
車
の
納
税
通
知
書
が
き
た
」

「
納
税
通
知
書
が
届
か
な
い
」
な

ど
の
問
い
合
わ
せ
が
多
く
寄
せ
ら

れ
ま
す
。
納
税
通
知
書
が
確
実
に

手
元
に
届
く
よ
う
、
次
の
よ
う
な

場
合
は
３
月
31
日
ま
で
に
運
輸
支

局
で
手
続
き
を
済
ま
せ
ま
し
ょ
う
。

◎
住
所
が
変
わ
っ
た

◎
自
動
車
を
人
に
譲
っ
た

◎
廃
車
し
た　
　
　
　
　
　

な
ど

〈
問
い
合
わ
せ
先
〉

県
会
津
地
方
振
興
局　

県
税
部

課
税
第
二
課　

☎
０
２
４
２
―
29
―
５
２
６
１

　

家
庭
の
ホ
ー
ム
タ
ン
ク
や
事
業

所
の
タ
ン
ク
か
ら
灯
油
な
ど
が
河

川
等
に
流
出
す
る
事
故
が
発
生
し

て
い
ま
す
。

　

油
が
河
川
等
に
流
出
す
る
と
、

下
流
域
の
農
業
用
水
、
漁
業
お
よ

び
水
道
水
源
な
ど
の
利
水
に
影
響

を
及
ぼ
し
た
り
、
魚
類
の
生
息
環

境
悪
化
を
招
い
た
り
、
悪
臭
の
原

ぜひ
ご覧くだ

さい

油
流
出
事
故
を

　

防
止
し
ま
し
ょ
う
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有料広告を募集しています有料広告を募集しています
紙面に掲載する有料広告を募集しています。紙面に掲載する有料広告を募集しています。
詳しくはお問い合わせください。詳しくはお問い合わせください。

◆大きさ　１枠当たり縦４．０㎝×横８．５㎝◆大きさ　１枠当たり縦４．０㎝×横８．５㎝
◆掲載料　１枠当たり５，０００円／月◆掲載料　１枠当たり５，０００円／月
【問い合わせ先】【問い合わせ先】

企画情報課・情報政策係　☎４５－４５３６企画情報課・情報政策係　☎４５－４５３６

どこトレ

　

子
ど
も
＝
抵
抗
力
が
弱
い
た
め

中
耳
炎
や
気
管
支
炎
を
合
併
し
や

す
く
、
ま
た
、
場
合
に
よ
っ
て
は

高
熱
に
よ
る
脱
水

症
や
脳
症
な
ど
も

合
併
す
る
な
ど
、

重
症
化
し
や
す
い

傾
向
に
あ
り
ま
す
。

　

妊
娠
中
の
人
や
持
病
（
喘
息
や

心
臓
病
、
糖
尿
病
）の
あ
る
人
＝　

免
疫
力
が
低
下
し
て
い
る
た
め
、

感
染
の
リ
ス
ク
は
も
ち
ろ
ん
、
重

症
化
の
リ
ス
ク
も
高
く
な
り
ま

す
。

　

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
は
日
本
最
大
級
の
感
染
症
の
ひ
と
つ
で
、
一
般
の

風
邪
と
違
い
重
症
化
し
や
す
く
、
肺
炎
な
ど
を
合
併
し
て
死
に
至
る
こ

と
も
あ
り
ま
す
。
12
月
か
ら
３
月
は
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
流
行
期
。
正

し
い
予
防
法
を
知
り
、
早
め
に
予
防
対
策
を
実
践
し
ま
し
ょ
う
。

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の

感
染
経
路
は
？

　

飛
沫
感
染
＝
感
染
し
た
人
の
く

し
ゃ
み
や
咳
な
ど
と
共
に
飛
び
散

る
ウ
イ
ル
ス
を
体

内
に
吸
い
込
む
こ

と
に
よ
っ
て
感
染

し
ま
す
。　

　

空
気
感
染
＝
換
気
さ
れ
て
い
な

い
乾
燥
し
た
室
内
な
ど
で
は
、
感

染
し
た
人
の
く
し
ゃ
み
や
咳
な
ど

に
よ
っ
て
飛
び
散
っ
た
ウ
イ
ル
ス

が
長
時
間
空
気
中
に

漂
う
た
め
、
こ
れ
を

吸
い
込
む
こ
と
で
感

染
し
ま
す
。

　

接
触
感
染
＝
感
染
者
か
ら
飛
び

散
っ
た
ウ
イ
ル
ス
に
触
れ
た
手
な

ど
を
介
し
て
、
ウ
イ
ル
ス
は
ド
ア

ノ
ブ
や
ス
イ
ッ
チ
、
蛇
口
や
受
話

器
な
ど
に
付
着
し
ま
す
。
そ
こ
に

触
れ
た
手
で
、
自
分
の
目
や
鼻
、

口
な
ど
に
触
れ
る

こ
と
で
ウ
イ
ル
ス

が
体
内
に
入
り
感

染
し
ま
す
。

重
症
化
し
や
す
い
人

　

高
齢
者
＝
熱
や
咳
、
タ
ン
な
ど

の
症
状
が
出
に
く
く
、
抵
抗
力
が

弱
い
た
め
、
肺
炎
な
ど
の
合
併
症

が
重
症
化
し
や
す

い
傾
向
に
あ
り
ま

す
。

正
し
い
予
防
法
を
知
り
、
早
め
に
対
策

知
っ
て
防
ご
う
！

知
っ
て
防
ご
う
！  

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の

予
防
と
対
策

　

予
防
接
種
を
行
う
＝
発
症
の
予

防
に
役
立
ち
、
ま
た
、
発
症
し
た

場
合
の
重
症
化
を
防
ぎ
ま
す
。
接

種
後
に
効
き
目
が
出
る
ま
で
２
〜

３
週
間
を
要
す
る
た
め
、
流
行
期

に
備
え
て
11
月
〜
12
月
中
旬
ぐ
ら

い
ま
で
に
済
ま
せ
ま
し
ょ
う
。

　

栄
養
バ
ラ
ン
ス
の
良
い
食
事
と

十
分
な
睡
眠
を
取
る
＝
栄
養
バ
ラ

ン
ス
の
良
い
食
事
と
十
分
な
睡
眠

で
、
そ
の
日
の
疲
れ
は
そ
の
日
の

う
ち
に
解
消
し
ま
し
ょ
う
。
十

分
な
栄
養
と
睡
眠
を
取
る
こ
と

で
、
喉
や
鼻
の
粘
膜
に
生
え
て
い

る
「
線
毛
」
の
働
き
が
良
く
な
り
、

ウ
イ
ル
ス
が
体
内
に
侵
入
し
な
い

よ
う
守
っ
て
く
れ
ま
す
。

　

ス
ト
レ
ス
を
た
め
な
い
＝
ス
ト

レ
ス
は
抵
抗
力
を
低
下
さ
せ
ま

す
。
上
手
に
解
消
し
ま
し
ょ
う
。

　

適
度
に
運
動
す
る
＝
適
度
な
運

動
を
習
慣
付
け
、
感
染
症
に
負
け

な
い
体
を
保
ち
ま
し
ょ
う
。

　

適
切
な
温
度
と
湿
度
に
＝
室
温

は
20
度
、
湿
度
は
50
〜
60
％
を
目

安
に
調
整
し
ま
し
ょ
う
。

　

服
装
は
体
を
冷
や
さ
ず
体
温
調

節
で
き
る
も
の
を
＝
特
に
マ
フ

ラ
ー
や
ハ
イ
ネ
ッ
ク
の
服
な
ど
で

喉
を
保
温
す
る
と
効
果
的
で
す
。

　

手
洗
い
の
ポ
イ
ン
ト
＝
指
輪
や

腕
時
計
は
は
ず
し
、
石
け
ん
と
流

水
で
丁
寧
に
洗
い
ま
し
ょ
う
。
30

秒
か
け
て
手
の
甲
、
指
の
間
、
指

先
に
加
え
、
手
首
も
洗
い
ま
し
ょ

う
。
ま
た
、
手
拭
き
タ
オ
ル
は
共

用
し
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

使
い
捨
て
の
ペ
ー
パ
ー
タ
オ
ル
が

お
勧
め
で
す
。

　

う
が
い
の
ポ
イ
ン
ト
＝
ま
ず
は

「
ブ
ク
ブ
ク
う
が
い
」
で
口
の
中

の
汚
れ
を
取
り
、
次
に
喉
の
奥
に

ま
で
届
く
よ
う
に
「
ガ
ラ
ガ
ラ
う

が
い
」
を
３
回
以
上
行
い
ま
し
ょ

う
。
帰
宅
後
だ
け
で
な
く
、
こ
ま

め
に
行
う
こ
と
が
大
切
で
す
。

　

マ
ス
ク
の
使
い
方
＝
マ
ス
ク

の
上
部
を
鼻
筋
に
合
せ
、
鼻
と

口
、
あ
ご
ま
で
し
っ
か
り
と
覆
い

ま
し
ょ
う
。
マ
ス
ク
を
外
す
と
き

は
、
ひ
も
を
持
ち
、
マ
ス
ク
本
体

に
は
触
ら
な
い
よ
う
に
し
て
捨
て

ま
し
ょ
う
。
マ
ス
ク
は
鼻
や
喉
を

冷
気
か
ら
守
り
、
さ
ら
に
呼
気
に

含
ま
れ
る
湿
気
を
閉
じ
込
め
る
の

で
、
鼻
や
喉
の
保
湿
に
も
役
立
ち

ま
す
。

「いきいきライフ」に関するお問い合わせは、町役場健康福祉課・健康支援係まで（☎ 45-4532）

以下は有料広告です。詳細は広告主に問い合わせください。

因
に
な
っ
た
り
し
ま
す
。

　

灯
油
な
ど
を
扱
う
際
は
、
次
の

こ
と
に
気
を
付
け
、
事
故
を
起
こ

さ
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

◎
給
油
現
場
を
離
れ
な
い

◎ 

給
油
後
の
弁
の
閉
め
忘
れ
に
注

意
す
る

◎ 

屋
根
か
ら
の
落
雪
や
、
除
雪
作

業
時
に
タ
ン
ク
や
配
管
を
破

損
し
な
い
よ
う
注
意
す
る

◎ 

老
朽
化
に
よ
る
亀
裂
や
漏
出
が

な
い
か
点
検
す
る

※ 

万
一
、
油
を
流
出
さ
せ
て
し

ま
っ
た
場
合
は
、
町
や
消
防

署
、
会
津
地
方
振
興
局
に
連
絡

し
て
く
だ
さ
い
。

〈
問
い
合
わ
せ
先
〉

町
民
税
務
課　

町
民
生
活
係

☎
45
―
２
２
１
５

県
会
津
地
方
振
興
局　

県
民
環
境

部　

環
境
課

☎
０
２
４
２
―
29
―
３
９
１
２

　

Ｊ
Ｒ
東
日
本
が
提
供
し
て
い
る

｢

ど
こ
ト
レ｣

は
、
パ
ソ
コ
ン
や

家
計
と
お
金
の
悩
み

に
関
す
る

無
料
相
談
会

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
か
ら
列
車
の
運

行
状
況
が
確
認
で
き
る
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
サ
ー
ビ
ス
で
す
。

　

降
雪
時
な
ど
に
列
車

の
運
行
状
況
や
運
休
の

有
無
を
調
べ
る
場
合
、

非
常
に
役
立
つ
便
利
な

サ
ー
ビ
ス
で
す
。
ぜ
ひ

ご
活
用
く
だ
さ
い
。

〈
Ｕ
Ｒ
Ｌ
〉

https://doko-train.jp
　

町
で
は
、
健
康
寿
命
延
伸
に
つ

い
て
広
く
推
進
す
る
た
め
「
健
康

講
演
会
」
を
開
催
し
ま
す
。
ど
な

た
で
も
無
料
で
公
聴
で
き
ま
す
の

で
、
ぜ
ひ
ご
来
場
く
だ
さ
い
。

◆
日
時

12
月
９
日
（
土
）

午
前
９
時
30
分
〜
正
午

◆
会
場

西
会
津
中
学
校
多
目
的
ホ
ー
ル

◆
講
演
①

◎
講
師　

  

近
畿
大
学
医
学
部
長

　
　
　
　

伊
木  

雅
之  

先
生

◎ 

演
題　

  「
い
く
つ
に
な
っ
て
も
元

気
で
介
護
い
ら
ず
」

◆
講
演
②

◎
講
師　

女
子
栄
養
大
学
准
教
授

　
　
　
　

西
村  

早
苗  

先
生

◎ 

演
題　

  「
カ
ラ
ダ
が
よ
ろ
こ
ぶ

食
生
活
」

〈
問
い
合
わ
せ
先
〉

健
康
福
祉
課　

健
康
支
援
係

☎
45
―
４
５
３
２

　

福
島
財
務
事
務
所
で
は
、
専
門

相
談
員
が
家
計
や
借
金
な
ど
の
状

況
を
聞
き
、
家
計
の
見
直
し
に
関

す
る
ア
ド
バ
イ
ス
や
、
必
要
に
応

じ
て
弁
護
士
な
ど
の
専
門
家
に
引

き
継
ぎ
を
行
う
相
談
会
を
開
催
し

ま
す
。
一
人
で
悩
ま
ず
、
ま
ず
は

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

◆
日
時

12
月
19
日（
火
）
午
後
１
時
〜
４
時

◆
会
場

県
会
津
地
方
振
興
局
（
会
津
若
松

合
同
庁
舎
）
別
館
２
階
会
議
室

※ 

相
談
は
原
則
予
約
制
で
す
が
、

受
付
状
況
に
よ
り
当
日
受
付
が

可
能
な
場
合
も
あ
り
ま
す
。
お

気
軽
に
ご
来
場
く
だ
さ
い
。

〈
予
約
受
付
・
問
い
合
わ
せ
先
〉

財
務
省　

福
島
財
務
局　

理
財
課

☎
０
２
４
―
５
３
３
―
０
０
６
４

（
多
重
債
務
相
談
専
用
窓
口
）

※ 

受
付
時
間
は
月
〜
金
曜
日
（
祝

日
除
く
）
の
午
前
８
時
30
分
〜

正
午
、
午
後
１
時
〜
４
時
30
分

　

環
境
省
で
は
、
国
内
に
あ
る
象

牙
の
在
庫
を
調
査
し
て
い
ま
す
。

所
持
し
て
い
る
だ
け
な
ら
違
法
で

は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
登
録
さ
れ
て

い
な
い
象
牙
を
売
っ
た
り
譲
渡
し

た
り
す
る
の
は
違
法
で
す
。
未
登

録
の
象
牙
を
お
持
ち
の
場
合
は
、

次
に
連
絡
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

な
お
、
登
録
の
対
象
と
な
る
も

の
は
、
全
形
を
保
持
し
た
象
牙
の

み
で
、
印
鑑
や
ア
ク
セ
サ
リ
ー
な

ど
の
象
牙
製
品
は
対
象
外
で
す
。

〈
問
い
合
わ
せ
先
〉

象
牙
在
庫
把
握
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
事

務
局

☎
03
―
６
６
５
９
―
４
６
６
０

「
ど
こ
ト
レ
」
で

降
雪
時
の
列
車
運
行

状
況
を
確
認

「
健
康
講
演
会
」
を

開
催
し
ま
す

未
登
録
の
象
牙
は

　
　

あ
り
ま
せ
ん
か
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今
年
で
第
４
回
目
を
迎
え
る
市
町
村
対
抗
福
島
県
ソ
フ
ト
ボ
ー

ル
大
会
は
、
10
月
14
日
か
ら
相
馬
光
陽
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
場
で
開
催
さ

れ
、
県
内
55
市
町
村
の
チ
ー
ム
が
熱
戦
を
繰
り
広
げ
ま
し
た
。

　

町
チ
ー
ム
は
10
月
15
日
の
初
戦
で
強
豪
の
伊
達
市
と
対
戦
し
、
先

制
を
許
し
た
も
の
の
す
ぐ
に
追
い
つ
く
な
ど
健
闘
し
ま
し
た
が
、
最

後
は
力
及
ば
ず
初
戦
敗
退
と
な
り
ま
し
た
。

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
と
い
え
ば
、

２
０
２
０
年
の
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
競
技
大
会
に
お
け
る
野
球
・
ソ

フ
ト
ボ
ー
ル
競
技
の
開
催
地
が
本

県
に
決
定
し
て
お
り
、
今
後
ま
す

ま
す
盛
り
上
が
り
が
期
待
さ
れ
る

ス
ポ
ー
ツ
の
一
つ
で
す
。

こ
う
し
た
機
運
の
中
、
町
チ
ー

ム
は
、
西
会
津
中
学
校
か
ら
ピ
ッ

チ
ン
グ
マ
シ
ー
ン
を
借
り
て
打
撃

練
習
を
行
っ
た
り
、
本
番
を
想
定

し
た
練
習
試
合
を
行
っ
た
り
と
、

初
勝
利
を
目
指
し
練
習
に
励
ん
で

き
ま
し
た
。
今
年
は
、
守
備
の
要

で
あ
る
ピ
ッ
チ
ャ
ー
に
、
紅
一
点

の
三
留
由
香
選
手
の
ほ
か
、
塩
川

中
学
校
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
部
で
顧
問

を
務
め
る
樽
井
和
美
選
手
が
ふ
る

さ
と
選
手
と
し
て
戦
力
に
加
わ
り

ま
し
た
。

　

そ
し
て
迎
え
た
15
日
、
伊
達
市

と
の
試
合
は
、
町
チ
ー
ム
の
先
攻

で
始
ま
り
ま
し
た
。
１
回
の
攻
撃

で
は
得
点
に
つ
な
が
ら
ず
、
そ
の

裏
で
逆
に
１
点
を
許
し
て
し
ま
い

ま
し
た
。
反
撃
に
出
た
い
町
チ
ー

ム
は
、
２
回
表
に
青
津
選
手
が
ラ

イ
ト
前
ヒ
ッ
ト
を
放
ち
、
守
り
の

固
い
伊
達
市
に
苦
し
み
な
が
ら
も

長
谷
川
選
手
、
小
島
選
手
が
打
線

を
つ
な
ぎ
１
点
を
返
し
ま
し
た
。

　

そ
し
て
１
対
１
で
迎
え
た
２
回

裏
、
同
点
を
守
り
た
い
町
チ
ー
ム

で
し
た
が
、
伊
達
市
に
左
中
間
適

時
二
塁
打
を
放
た
れ
１
点
の
勝
ち

越
し
を
許
す
と
、
３
回
に
は
３

点
、
４
回
に
は
４
点
を
奪
わ
れ
て

し
ま
い
ま
し
た
。

何
と
か
反
撃
し
た
い
５
回
表
、

打
撃
で
粘
り
を
見
せ
た
町
チ
ー
ム

で
し
た
が
、
得
点
に
は
つ
な
が
ら

ず
、
最
後
は
５
回
コ
ー
ル
ド
で
初

戦
敗
退
と
な
り
ま

し
た
。

　

試
合
に
は
負
け

て
し
ま
っ
た
も
の

の
、
最
後
ま
で
諦

め
ず
、
前
向
き
な

プ
レ
ー
で
戦
っ
た

選
手
た
ち
は
、
今

回
の
経
験
を
糧
に

来
年
の
初
勝
利
を

と
誓
い
合
っ
て
い

ま
し
た
。

▶
来
年
の
初
勝
利
を
誓
う
選
手
の

皆
さ
ん

▶
町
チ
ー
ム
の
初
ヒ
ッ
ト
を
放
っ

た
青
津
選
手

試合結果  １回戦・相馬光陽ソフトボール場

西会津町 0 1 0 0 0 1

伊 達 市 1 1 3 4 × 9

▲４回途中まで力投したふるさと選手の樽井投手

鈴木  翔太さん（11月号）からメッセージ
　西会津に残っている同級生で仲良くやっていきましょう！

伊藤  司
つかさ

 さん［下小屋］

趣 味は？　
　ドライブ、買い物
熱中していることは？ 
　ゲーム
あなたのモットーは？ 
　なるようになる！
自分を一言で表現するとしたら？
　面倒くさがりののんびり屋

最近感動したことは？
　映画館で映画を見て、その内容に感
動しました
これからやってみたいことは？ 
ロードバイクを買ってサイクリン

グしたい
次の方を紹介してください
　K・Hさん（９町内２）

作 品 名『神秘の飯豊連峰』
作品紹介『家の裏から撮影した飯豊連峰です。考
えがまとまらないときや、気持ちがすさんだ
ときにこの風景を見ると気が晴れます。特に
夕焼けは思わず見とれてしまいます』

今月は、フォトクラブどんぐり

須藤  正
まさ

二
じ

さんの作品です。

宝
物
は
？
『
メ
ガ
ネ
。
自
分

に
と
っ
て
生
活
す
る
上
で
な

く
て
は
な
ら
な
い
も
の
で

す
。
着
け
る
メ
ガ
ネ
は
そ
の

日
の
気
分
に
よ
っ
て
変
え
て

い
ま
す』

第
４
回
市
町
村
対
抗
福
島
県
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会

強
豪
・
伊
達
市
を
相
手
に
奮
闘
！

強
豪
・
伊
達
市
を
相
手
に
奮
闘
！

　ここでは西会津中学校の生徒の皆さんに、自
分が思い描く夢や目標を話してもらっています。
わたしの夢―
　｢私は将来、福祉に関する職業に就きたいと考
えています。そう思うようになったきっかけは、
亡くなったおばあちゃんのお世話をしていたと
き、とても大変だったけれど、手を貸してあげ
たり、何かを教えてあげたりすると、いつも『あ
りがとう』と満面の笑みで言ってくれるのが本
当にうれしく、また、頑張って家族に迷惑をか
けないようにしている姿に感動したからです。
そんなお年寄りの皆さんに寄り添ってあげたい
と思いました」
努力していること―
　｢荷物を持っていたら手を貸してあげたり、
道に迷っていたら教えてあげたりと、身近なと
ころでも積極的に声を掛けています｣
未来の自分に一言―
　｢今、幸せですか。苦しくつらいときもある
と思うけど、それを乗り越えたら良いことが
待っていると思って頑張ってください｣

３年　特設合唱部  部長

伊藤  美
み

乃
の

鈴
りん
 さん



　会津で埋蔵金といえば、天正17年（1589）摺
すり

上
あげ

原
はら

の合戦で伊達政宗に惨敗した葦名義広が猪苗代湖底

に隠したといわれる軍用資金の金の延べ棒が有名で

すが、上野尻にも埋蔵金の話があります。

　戊辰戦争が始まったころ、上野尻の上層部にある

噂が流れたといいます。「お城より大変なものが運

び込まれるらしい ――」戊辰戦争開始以前、会津藩

では鶴ヶ城の西出丸に鋳造所を設け、二分金および
その他の金貨を鋳造していました。その鋳造額は総
額１２０万両（時価約48億円）にも達したといわれ、
鋳造は若年寄の山川大

おお

蔵
くら

（明治以降は山川浩
ひろし

に改名）の建議でした。
　山川は会津戦争の籠城戦のさなか、すでに官軍に包囲され再入場
できない鶴ヶ城に、会津の伝統芸能である彼岸獅子を先頭に舞わせ
ることで入場を果たしたという逸話を持ち、弟は少年期に白虎隊士
で後に東京帝国大学総長となった「山川健次郎」、妹は鹿鳴館の花
とうたわれた「大山捨松」という名門の家系です。
　会津戦争のころ、山川はこの金貨を運び出して鉄砲の調達と他藩
への協力依頼に充てようとしました。しかし、塩川から船などで上
野尻まで運んだところで官軍が迫ってきたという情報が入り、一旦
上野尻の諏方神社の床下に埋め、さらに近くの西光寺の墓地裏の山
中に埋め直したそうです。この金貨は、戊辰戦争が終わってからそ
の全てが新潟港から秋田港に運ばれ、その後、青森県の斗

と

南
なみ

藩へ輸
送されました。病院の建設や薬の購入などに大いに役立ったと「会
津戊辰戦史」に記されています。

地域に伝わる伝説や民話、文化財などを紹介地域に伝わる伝説や民話、文化財などを紹介

にしあいづ物語100選にしあいづ物語100選　  その8その8

上野尻埋蔵金伝説

広報にしあいづ №710　平成29年12月号
発行／福島県西会津町 　編集／企画情報課 　TEL 0241-45-2211（代表）
ホームページ　https://www.town.nishiaizu.fukushima.jp/

この広報紙は、環境に優しい
⼤⾖油インキを使⽤しています。

文：佐藤  泰
やすし

 さん

▲現在の上野尻の諏方神社

国道49号国道49号

上野尻上野尻

阿賀川阿賀川

ＪＲ上野尻駅ＪＲ上野尻駅
諏方神社諏方神社

西光寺西光寺

▲西光寺の墓地裏の山林

編   

集   

後   

記

　　

日
増
し
に
寒
く
な
る
今
日
こ
の

頃
、
華
や
か
な
紅
葉
に
も
雪
の
便

り
が
届
き
ま
し
た
。
本
格
的
な
冬

は
も
う
す
ぐ
そ
こ
で
す
。

　

昨
年
、
初
冠
雪
の
写
真
を
撮
り

損
ね
て
し
ま
い
、「
来
年
こ
そ
は
」

と
こ
こ
で
触
れ
ま
し
た
が
、
今
年

は
ば
っ
ち
り
撮
影
す
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
（
写
真
＝
11
月
19
日
・

小
杉
山
自
治
区
に
て
）。
鮮
や
か

な
紅
葉
が
雪
で
う
っ
す
ら
と
化
粧

す
る
、
思
い
描
い
て
い
た
と
お
り

の
写
真
が
撮
れ
大
満
足
で
す
（
今

年
は
使
う
場
所
が
な
か
っ
た
の
で

す
が
…
）。
こ
れ
か
ら
さ
ら
に
冷

え
込
み
、
年
の
瀬
が
迫
る
こ
ろ
に

は
一
面
が
銀
世
界
と
な
っ
て
い
る

の
で
し
ょ
う
か
。
今
冬
は
、
で
き

れ
ば
そ
ん
な
銀
世
界
も
写
真
に
収

め
て
み
た
い
な
と
思
っ
て
い
た
り

い
な
か
っ
た
り
。

外
よ
り
こ
た
つ
が
好
き    

長
谷
川
祐
一
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